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本書はアッバース朝初期の歴史家バラーズリー（？～八九二年頃）の著し
た『諸国征服史
K
itāb futūḥ al-buldān 』の全訳である。 『諸国征服史』は、預
言者ムハンマドのメディナへのヒジュラに始まり、アラビア半島のイスラーム化を経て、正統カリフ時代以降 ﹁大征服﹂を詳細に叙述した史料である。その最大の特徴は叙述の構成にあり、 地 地域ごとに分類したうえで、各地域における征服活動が述べられている。大征服時代の征服活動に関する貴重な情報 多く伝える史料であることから、 『諸国征
服史』は一九世
紀半ばにド・フーユの校訂によるライ ン版
（
1）が出版され、二〇世紀初めに
はヒッティらによる英訳
（
2）もなされるなど、初期イスラーム史、特に大征服
時代を研究 うえでの基本史料となっている。本書で底本とされたのもライデン版であり、訳文の頁上部にはライデン版の対応頁が記されている。
著者であるバラーズリー（アブー・アルアッバース・ブン・ヤフヤー・ブ
ン・ジャービル・アルバラーズリ ）については、その生涯に関する情報はそれほど多くは伝わっていない。バグダードでペルシア系 家に生ま たが、生年は不明（八二〇年以降と推測される） あり、イラク、次いでシリアの各地で学問を修め、バグダードへ帰還した。アッバース朝第一〇 カリフであるムタワッキル 在位八四七～八六一年）の宮廷で活躍したとされている。 『諸国征服史』の他に 系譜によって分類 た歴 書であ 『貴族の系譜
A
nsāb al-A
shrāf 』
（
3）も彼の著作として現存している。
訳者である花田宇秋氏は、一九八七年から二〇〇一年にかけて、 『諸国征
服史』の邦訳を学術誌で順次発表してきた
（
4）。それを再編集し、
ＮＩＨＵ
プログラム・イスラーム地域研究の企画によって岩波書店から『イスラー原典叢書』の一書として刊行されたものが本書である。
本書の構成は次の通りである。なお、本書は全三巻でかつ部・章・節に分
けられており、紙幅の都合もあるため、章単位までの構成を提示することとしたい。また、凡例によれば、部と章の区切りと見出しは訳者が作成し、節見出しについ はライデン版にならったとのことである。
第一巻　
第Ⅰ部
　
アラビア半島
　　
第
1章
　
メディナへの入来と預言者モスク
　　
第
2章
　
ユダヤ教徒との対決
　　
第
3章
　
メッカ征服とアラビア半島西部の征服
　　
第
4章
　
アラビア半島東部の征服
　　
第
5章
　
アラブの棄教とアブー・バクルによるアラビア半島の統一
　
第Ⅱ部
　
シリア・パレスティナ・キプロス
　　
第
6章
　
シリアの征服
　　
第
7章
　
キプロス
　　
第
8章
　
シリアの境域と異民族
　
第Ⅲ部
　
ジャジーラ・アルメニア
　　
第
9章
　
ジャジーラの征服
　　
第
10章
　
ギリシア語公文書 アラビア語への改変
　　
第
11章
　
アルメニアの征服
　
訳注
第二巻
バラーズリー著
　
花田宇秋訳
『諸国征服史』 （イスラーム原典叢書）全三巻
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第Ⅳ部
　
北アフリカと地中海
　　
第
12章
　
エジプトとマグリブの征服
　　
第
13章
　
アンダルスと地中海の島々の征服
　　
第
14章
　
ヌビアの征服
　　
第
15章
　
カラーティースのこ
　
第Ⅴ部
　
ササン朝の滅亡
　　
第
16章
　
下イラクの征服
　　
第
17章
　
クーファの建設と平安の都
　　
第
18章
　
ペルシア語公文書のアラビア語への改変
　　
第
19章
　
ササン朝の滅亡
　
第Ⅵ部
　
エルブルズ山脈周辺地域の征服
　　
第
20章
　
エルブルズ山脈周辺とアゼルバイジャンの征服
　
第Ⅶ部
　
バスラの建設からアフガニスタンへ
　　
第
21章
　
ティグリス川流域の征服
　　
第
22章
　
アサーウィラとズット
　　
第
23章
　
東方への発展
　
訳注
第三巻　
第Ⅷ部
　
ホラーサーンとシンドの征服
　　
第
24章
　
ホラーサーンの征服
　　
第
25章
　
シンドの征服
　
第Ⅸ部
　
諸制度の起源
　　
第
26章
　
ハラージュ地 諸規定
　　
第
27章
　
ウマル・ブン・アルハッターブの治世における年金制度
　　
第
28章
　
印璽について
　　
第
29章
　
貨幣の鋳造
　　
第
30章
　
アラビア語書法
　
訳注
　
訳者解説
　
索引
以上の構成から、第Ⅰ部から第Ⅷ部までは叙述対象となっている大きな地
域区分が部となり、さらにその大地域内に属する小さな地域区分や様々なトピックが章となって分節化されていることがわかる。地域で分節化した上で各地の征服活動の歴史を述べるという、征服史の集合体とも言うべき構成が『諸国征服史』の特徴である。こうした構成上の特徴に加えて、訳者は第三巻末の訳者解説において、征服活動の進展とともに姿を現し始める﹁イスラーム国家社会 動態的構造の叙述﹂ （第三巻一九〇頁） 注目し、大きな価値を認めている。具体的には、イスラーム国家の組織化（第
10章、第
15
章、第
18章、第Ⅸ部） 、被征服民支配の様相（第
2章、第
3章、第
8章、第
9章、第
22章ほか） 、そしてアラブ部族民の居住地であるとともにそれらを
統御する場でもあった軍営都市の建造と構造（第
17章、第
21章）に関する叙
述である。そして、バラーズリーの生きた時代を﹁イスラームの政治・社会・宗教などが多極化し、その統一性に亀裂が拡がっていた時代﹂ したうえで、バラーズリーの本書執筆の意図を﹁当時の時代状況の認識と将来へ展望のもと、 ﹁大征服﹂というイスラームの過去の栄光 軌跡を省察﹂し、﹁ ﹁大征服﹂を成さしめたイスラームの力の本源の確認・提示にあった﹂ものと訳者は推測している（第三巻一八九頁）
。評者もまた、こうした訳者の見
解に同意するも である。地域区分に基づいた征服史に、初期イスラーム国家の構造に関する叙述を挟んでいくこと イスラーム国家が空間的にも構造的にも発展していく様子が 『諸国征服史』では述べられている。本書評では、こうした概観をより補完す ものとして 本書の叙述内の時系列とう点を加えて若干の考察を以下に試みてみたい。
第Ⅰ部から第Ⅷ部までの征服史部分の構成は、そこに提示されている征服
活動の時系列に注目し みる 、大き 三つに再分類する ができる。すなわち、 （１）アラビア半島で 征服活動（第Ⅰ部） 、 （２）シリア以西で 征服活動（第Ⅱ～Ⅳ部） 、 （３）イラク以東で 征服活動 Ⅴ～Ⅷ部）である。
まず（１）では、預言者ムハンマドのメディナへのヒジュラから初代正統
カリフ・アブー・バクルの下 のリッダ戦争まで、ムスリム共同体 アラビア半島での征服活動が述べられる。アラビア半島 おけ ﹁ ﹂活動とそれに付随する情報を提示することが叙述の中心であり イブン・イスハークによる『預言者伝』やタバリー 『使徒たちと王たちの歴史』にあるような、ムハンマドのライフ・ヒストリー しての要素は希薄である。
いわゆる大征服の叙述は（２）からとなる。ここではアブー・バクルの時
120
Book of the Conquests of Lands.
イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 8（2016.3）
代に始まったシリア以西での征服活動が述べられる。①シリアとその周辺の征服活動（第Ⅱ部）がひと通り述べられた後、シリアから派遣された軍による②ウマルの時代に始まるジャズィーラの征服と、ウスマーンの時代に始まるアルメニアの征服が述べられる（第Ⅲ部） 。そしてウマルの時代に戻り、③シリ からの派遣軍によるエジプト以西での征服活動が述べられている（第Ⅳ部第
12～
14章） 。
時系列が再びアブー・バクルの時代に戻り、 （３）ではイラク以東での征
服活動が述べられていく。まず①イラク南部での征服活動（第Ⅴ部第
16章）
が述べられた後、ウマ の時 ②クーファの建設 続いてワーシト、バグダードの建設の叙述を挟んで） 、そしてその ーファから派遣された軍による征服活動が述べられていく（第Ⅴ部第
17章～Ⅶ部第
21章﹁ジュルジャーン
とタバリスターンとその諸地方﹂節） 。そ 後、再びウマルの時代に遡り、③バスラ周辺の征 とバスラの建設と、そこから派遣された軍による征服活動が述べられていく（第Ⅶ部第
21章﹁クワル・ディジュラ征服﹂節～Ⅷ部） 。
このように見てみると、地域的には大きく（１）アラビア半島、 （２）シ
リア以西、 （３）イラク以東 三つに分類さ おり、時系列的には（１）は預言者ムハンマドからアブー・バクル 時代にかけて概ね時系列 沿っており、 （２）と（３）はともにアブー・ クル 時代から始まって、ウマルの時代で分節化されているこ がわかる。こうした構成 ら次の二つ 点を指摘することができるように思わ る。第一に、こ 三つの地域区分は、それぞれの征服活動を担ったアラブ部族軍の区分と重なっている。 （１ アラビア半島で 活動を担ったのは ムハンマド 時代からの信徒を核とすメッカ・メディナ周辺のアラブ・ムスリムであ （２） （３）はアラビア半島全域のアラブ・ムスリムから成る遠征軍であり、 ２）はシリア 面軍、 （３）はイラク方面軍による、それぞれの征服活動 軌跡 ている。そして ２ と（３）はさら 時系列 分節化に即して軍団も分節化しいる。すなわち、 （２）の③エジプト以西につい はエジプト総督によって派遣された が、 （３） ②はクーファ総督の派遣した軍が、 （３）の③はバスラ総督の派遣した軍が、基本的に それぞれの地 征服活動を担っているのである。こうしたことから、本書における地域と時系列の分節化活動を担ったアラブ部族民から成る軍団を単位としてなされて る点 指摘できるだろう。
第二に、征服活動は預言者ムハンマド及び正統カリフたちの指導下で遂行
されたことを、度々確認する叙述構成となっている。本書では、各地の征服活動が述べられる際、必ず始点として誰が軍を派遣したのかが述べられている。すなわち、 （１）ではムハンマドとアブー・バクルによる軍の派遣、（２）と（３）ではアブー・バクルないしウマル、ウスマーンによる遠征軍指揮官の任命と派遣 あるいは地方総督の任命や指示を経ての、総督による軍の派遣から、各地の征服が述べられていく。地域・時系列・軍が変わる都度、誰の治世に、どの総督の下で軍が派遣されたのかが繰り返し述べられているのである。加えて、各地の征服活動の叙述は、時にウマイヤ朝期に及ぶ場合もあるが、そこでもやはり、時のカリフやその総督による指示や任命が述べられている。こうした叙述 構成か は、ウマイヤ朝期 征服活動もまた初期の指導者が始めた征服活動の延長線上に位置付けられていることがうかがわれる。このように 本書の 、そ 構成に附随する形で、動における時 リーダーシップが強調されたものとなっている点を指摘できるだろう
先に述べたように、本書は初期イスラームの征服史を地域ごとに提示した
書である。しかし、その構成からは同時に、 ﹁大征服﹂ 担い手としてのアラブ部族と、それを指導したカリフたちへ 、そして両者が一体となった最初期のイスラーム国家への強い関心をうかがう とが きる である。　【註】
（
1） M
. J. de G
oeje (ed.), L
iber expugnationis regionum
, auctore Im
ám
o A
hm
ed ibn Jahja ibn 
D
jábir al-B
eládsorí, 2 nd ed., Leiden: E. J. B
rill, 1968. なお、初版は一八六三―六六年
刊。
（
2）
P. K
. H
itti, F. C
. M
urgotten (trs.), T
he O
rigins of the Islam
ic State: B
eing a Translation 
from
 the A
rabic, A
ccom
panied w
ith A
nnotations, G
epgraphic and H
istoric N
otes of the 
K
itâb F
utûḥ al-B
uldân of Im
âm
 A
bu-l ‘A
bbâs A
ḥm
ad ibn Jâbir al-B
alâdhuri, 2 vlos., N
ew
 
York: C
olum
bia U
niversity, 1916-24.
（
3） al-B
alādhurī, A
nsāb al-A
shrāf, 25 vols., D
im
ashq : D
ār al-Y
aqẓah al-ʿA
rabīyah , 1996-
（
4） 『明治学院論叢』 、第四〇六、 四一五、 四一九、 四二四、 四三一、 四五〇、 四五八、 四六一、 四七三、 四八一、 四九四、 五〇六、 五一〇、 五一九、 五二八、 五五三、 五五七、五六六 五八四、 六〇六、 六五六、 六八号、一九八七―二〇〇一年。
